
情報化施工に対応した監督・検査等のあり方に関する一考察 
 

  国土交通省国土技術政策総合研究所   佐近 裕之 大上 和典 坂本 俊英 
  株式会社 建設技術研究所      正会員 佐藤 志倫 正会員 ○堀  仁 

 
１．はじめに  

近年，土木機械の進歩により，公共工事にも自動制御や電子情報を利用して行う工事が，大規模土工や舗装

工事等を中心に増えている．導入実績の多い工種については技術基準等の整備が進行しており，監督・検査に

ついても情報化施工の利点を活かした監督・検査が求められている．本論では，情報化施工を行う上で有効な

手法を把握し，普及を見据えた監督・検査のあり方について考察を加えたものである． 
２．検討概要 

本論では，現在情報化施工で使用されている要領等の改善に資するため，国内で行われている情報化施工の

工事で実施されている 2工種（土工・舗装工）3技術を対象に以下の項目について検討を行った． 

① 施工管理や監督・検査に関する基準等を収集し，現行の監督・検査基準と情報化施工に使用している要領

等を比較する． 

② 情報化施工で行っている工事に直接携わっている監督職員や現場管理者への聴き取り調査を通じて，監

督・検査の実施状況や使用している基準を確認し，運用上の課題を把握する． 

③ 監督・検査を行うにあたり，運用上・制度上の課題を整理し，関連する基準・要領等の改定及び基準・要

領化されていない情報化施工技術についての新たな基準策定上の課題を整理する． 

上記を踏まえ，今後の情報化施工に対応した監督・検査のあり方について提案を行う． 

３．監督・検査基準と情報化施工の要領等 

 現行の監督・検査基準と情報化

施工に使用している要領等を比較

するため，国土交通省制定の「監

督及び検査の技術的基準」と「情

報化施工に係わる要領等」につい

て比較した結果を図 1に示す． 

本論で対象とする技術は，情報

化施工の導入現場で活用されてい

る以下の 3 技術である． 

・トータルステーション（以下 TS）

を用いた出来形管理技術（土工，

舗装） 

・ローラの軌跡管理による面的な

品質管理技術 

・モータグレーダやブルドーザ等

のマシンコントロール（以下

MC）技術 

各技術に対応している要領を図

1 中に「○」で示す． 
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図 1 監督・検査基準と情報化施工の基準 

  

必要資料の収集・整理 

 

 

情報化施工における監督・検査の検討

②監督・検査基準に有用なデータの

とりまとめ 

①情報化施工試行工事の 
聴き取り調査 

・監督・検査基準と情報化施工の基

準類の比較・確認 

・聴き取り調査 

監督・検査技術基準・要領 情報化施工における要領・マニュアル（土工・舗装工のみ） 

 
地方整備局請負工事監督検査事務処理要領（H6.3） 

第２章 監  督 
 第３ 監督の体制 
 第４ 監督業務の分類 
 第５ 監督職員の担当業務等 
 第 11 監督の技術的基準 
第 12 監督の関する図書 

 
第３章 検  査 
 第 13 検査の種類 
 第 14 検査の体制 
 第 18 検査の技術的基準 
 第 19 検査調書 
 

土木工事監督技術基準（案）（H15.3） 
第３条 監督の実施 
 1. 契約の履行の確保 
 2. 施工状況の確認等 
 3. 円滑な施工の確保 
 4. その他 

地方整備局土木工事検査技術要領（案）（H15.3） 
第３条 工事実施状況の把握 
第４条 出来形の検査 
第５条 品質の検査 

地方整備局工事技術検査要領（H18.3） 
第２ 技術検査の実施 
第３ 技術検査を行うもの 
第４ 技術検査の方法 
第５ 技術検査結果の復命 
第６ 工事成績の評定 

地方整備局工事技術検査基準（H18.3） 
第１ 目 的 
第２ 技術検査の内容 
第３ 技術検査の種類 
第４ 中間技術検査 
第５ 完成技術検査 
第６ 工事実施状況の技術検査 
第７ 出来形の技術検査 
第８ 品質の技術検査 
第９ 出来映えの技術検査 

 
○TS・GPS を用いた盛土の締固め情報化施工管理要領（案）H15.12 
○TS・GPS を用いた盛土の締固め情報化施工管理要領（案）参考資料 

○施工管理データを搭載した TS による出来形管理要領（案）H20.3 

情報化施工管理要領 TS を用いた出来形管理要領（案）H17.3 
○施工管理データを搭載した TS による出来形管理要領（案）（舗装工事編）H21.8

同上 道路土工編（H19.3），同上 河川土工編（H19.9） 

○施工管理データを搭載した TS による出来形管理監督・検査の手引き（案）H20.3
同マニュアル（案）道路土工編（H18.10） 
同マニュアル（案）河川土工編（H19.09） 

（補完） 

情報化施工におけるソフトウェア機能要求・データ交換標準等

 
出来形管理用トータルステーション機能要求仕様書（案）（H20.3） 
ＴＳによる出来形管理に用いる施工管理データ作成・ 帳票作成ソフトウェアの機
能要求仕様書（案）（H20.3） 

出来形管理用トータルステーション検定要領（案）（H20.3） 
ＴＳによる出来形管理に用いる施工管理データ作成・帳票作成ソフトウェア検定要
領（案）（H20.3） 

ＴＳによる出来形管理に用いる施工管理データ交換標準（案）（H20.3） 

機能要求・検定要領 

ＩＣＴバックホウによる情報化施工要領（案）（H21.3） 

マシンガイダンス 

マシンコントロールに関する要領等はなし 

その他（手引き・解説書等） 

 
ＩＣＴモデル工事の手引き（H21.3） 
建設ＩＣＴざっくりシリーズ（H22.1） 
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４．現場における課題の把握 

 H21 年度の工事の中から上記 3 技術について，運用状況が確認できる工事を抽出し，施工中の 4 工事につ

いて，発注者・受注者の双方に，それぞれの技術における運用上の課題や制度上の問題点等を中心に聴き取り

調査を行った．その結果を抜粋し，表 1 に示す． 
表 1 聴き取り調査結果（抜粋） 

項 目 ＴＳ出来形管理技術 ローラ軌跡管理による品質管理技術 マシンコントロール（MC）技術 

情報化施工に関する知識の
充実 

TS による測量方法や使用方法が不十分
〔発注者，請負者〕 

該当なし 
適用できる要領がなく不明〔発注者，
請負者〕 

基本設計データ（三次元）
の確認・活用方法 

三次元設計データの確認方法・活用方法
がわからない〔発注者〕 

監督職員としての確認事項がわからな
い〔発注者〕 

三次元設計データの確認方法・活用
方法がわからない〔発注者〕 

発注者から貸与された設計
データを三次元設計データ
にするための入力作業 

設計データを入力（2 次元データから 3
次元データに変換・入力）する労力が大
きい〔請負者〕 

設計図面が現地と一致していないこと
が多く，データを作り直す必要がある
〔請負者〕 

入力方法での不明な点があったため
メーカに問い合わせて実施しなけれ
ばならなかった〔請負者〕 

情報化施工のための基準点
の設置と確認 

三次元座標をどのように確認すればよ
いかわからない〔発注者〕 
要領では1箇所/200m程度とされている
が，施工する上では 1箇所/100m 程度必
要である〔請負者〕 

該当なし 該当なし 

情報化施工データを使った
出来形・写真管理 

請負者が測定した点を現地で特定する
のに時間がかかる〔発注者〕 
道路幅員では幅の特定・計測作業に時間
がかかる〔請負者〕 

立会いは情報化施工となっても頻度は
変わらず労務の軽減につながっていな
い〔発注者〕 
写真管理や密度管理は自主管理として
実施しているため従来と同じ〔請負者〕

（舗装の出来形精度はMC技術により
向上していると思われる〔請負者〕）

５．監督・検査業務に有効なデータ 

聴き取り結果を基に，監督・検査方法

の改善に有効と思われるデータの取り

まとめを行い，今後の活用可能性につい

て整理した結果を図 2 に示す．技術的，

制度的課題はあるものの，情報化施工に

より取得されるデータの一部は，今後の

監督・検査への活用が期待できる． 
６．現行基準の改善事項（案） 

聴き取り調査結果と収集資料を基に，現行基準とを比較検討し，要領等の改善事項を抽出した． 
表 2 に「TS を用いた出来形管理技術」及び「ローラの軌跡管理による面的な品質管理技術」に関する改善

事項を示す．なお，MC 技術については，現在，要領等が策定されていないため，対象としない． 
表 2 要領等の改善 

項 目 ＴＳ出来形管理技術 ローラ軌跡管理による品質管理技術 

情報化施工に関する知識の
充実 

土工事編の解説編を追加〔発注者，請負者〕 
→TS の機能や測量方法に関する解説を追加 

該当なし 

基本設計データ（三次元）
の確認・活用方法 

確認事項を明記〔発注者〕 
→発注者，請負者別に確認方法と活用方法を追加 

基本設計データの確認項目の追加〔発注者〕 
→基本設計データの確認項目（具体的内容）を説明 

入力データ（三次元）の提
供方法 

基本設計データの提供〔請負者〕 
→発注時に電子データの請負者への提供を明示 

基本設計データの項目の追加〔請負者〕 
→入力データの確認項目（具体的内容）を追記 

提出資料の確認項目の追記〔発注者〕 
→請負者からの提出資料のみでは確認できないことから，
具体的な確認方法を明示 

該当なし 
情報化施工のための基準点
の設置と確認 

提出時期，頻度の策定〔請負者〕 
→資料の提出時期，頻度の明確化 

該当なし 

情報化施工データを使った
出来形，写真管理項目 

検査方法の検討〔発注者〕 
→予め測量した測点の明示などを追加 

要領等の適用について追記〔発注者〕 
→特記等で適用要領等について記述 

７．今後の課題 

前項までに，情報化施工現場における運用上の課題とその改善案について提示したが，公共工事における情

報化施工は，導入が始まったばかりであり，今後様々な工種において普及が予想されるため，現存する要領等

を体系的に整理するとともに今後普及に伴い新たに作成される要領等をその体系に追加できるような仕組み

をつくる必要がある．また情報化施工を推進するにあたり，例えば三次元の施工データを活用することで，よ

り高度な構造物の品質確保として道路の平坦性を検査するなど，効果的な監督・検査のあり方へとつなげられ

るものと考えられる． 

図 2 改善に有効なデータの活用可能性 

工事中の段階検査で効率化できる可

能性がある 

出来形計測データ，測定結果一覧表，

出来形管理図 

発注者とデータの共有化（共通サーバ

の閲覧等）で，立会いの省力化が可能

ＴＳ・ＧＰＳで取得する座標データ 

鉛直成分の情報を活用することで，層

厚管理が可能 

締固め回数分布図，走行軌跡図，盛土

管理図

軌跡データを利用することで，日々の

土量管理に活用することが可能 

ＴＳ・ＧＰＳで取得する座標データ

MC 技術を締固め用重機に搭載し，

出来形高さ管理を実施 

ＴＳ出来形管理技術 ローラ軌跡管理の品質管理技術 ＭＣ技術 

：監督（施工中）に有効

 なデータ 

ＴＳ・ＧＰＳで取得する座標データ

：検査（施工後）に有効

 なデータ 
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